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の教会 ecclesia 概念を詳細に分析した上で、フリートによる ecclesia 理解に批判的な立場を取る。フ
リートが現実の支配秩序には対応していなかったとして退けた「教会」“ecclesia" こそが、初期中世の
政体に対応するものとして認識されていたとの結論を提示したのである。彼女の ecclesia 理解によれば、
フランク王国そのものである ecclesia 内部には君主、司教、伯などの諸身分 ordines が存在し、そのそ







































































































































































































第 4 章「カロリング国制の構造と変容過程」では、第 3 章までの議論で解明されたカピトゥラリア、
王国集会、教会会議の位置づけが総合的に概観され、カロリング期フランク王国の国制の構造とその変
容過程を根本的に理解し直す作業が行われた。その結果、従来想定されてきた830年の内戦開始以降の
カロリング期フランク王国における統治システムの「衰退」という通説に対するアンチ・テーゼが示さ
れた。
本論文は、欧米の浩j翰な研究史を的確に整理した上で、カビトゥラリア・王国集会・教会会議関連史
料を、カロリング期全体にわたり網羅的に分析し、国王の統治におけるそれらの役割・意義を明らかに
した。その考察は実証的であって、多くの新たな見解を含み、カロリング期フランク王国史研究を進展
させ、斯界の学問的発展に大きく寄与するものである。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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